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日本の洋上風力発電 

  

2019年  4月：再エネ海域利用法施行 

2020年  6月：長崎県五島市沖風力発電事業者選定 

 

2020年  7月：2030年までに洋上風力発電容量を 

                       1000万KW（10GW）とする目標を設
定 

 

2020年11月：再エネ海域利用法に基づく洋上風力促進 

                       区域として3区域を指定し、事業者の公
募 

                       を開始 
                               1. 秋田県能代市、三種町および男鹿市沖 
                               2. 秋田県由利本荘市沖（北側・南側） 
                               3. 千葉県銚子市沖 

2021年12月：上記3区域の発電事業者選定 
 

再エネ海域利用法 
 
１．自治体や漁業団体などの利害関係者から成  
       る「協議会」を設置し、洋上風力発電事
業  
        の実施について協議を行う。 
 
２．協議会などからの意見聴取を経て、洋上風 
       力発電「促進区域」を指定する。 
 
３．公募（入札）によって、長期的・安定的・ 
        効率的な洋上発電事業を行える事業者を 
        選定する。 
 
４．選定された事業者は、最大30年間の「促
進 
       区域」の占有許可を受け、発電事業を行

う。 



洋上風力促進区域 事業者選定結果  第１ラウンド 

促進区域 発電規模 価格 落札者 

能代・三種・男鹿沖 480MW 13.26円/kWh 三菱商事グループ 

由利本荘沖 820MW 11.99円/kWh 三菱商事グループ 

銚子沖 390MW 16.49円/kWh 三菱商事グループ 

 

 

三種町の北の八森、南の北浦はハタハタ 
の大産卵場。協議会では漁業組合から 
ハタハタ漁への影響を懸念する声が多く 
挙げられた。 

 

由利本荘沖風力発電ファーム 
イメージ図 レノバ(株） 



洋上風力発電事業者公募  
第2ラウンド 

 
促進区域指定：2021年9月 
   秋田県 八峰町・能代市沖 (360 MW) 

促進区域指定：2022年9月 
   秋田県 男鹿市・潟上市・秋田市沖  
                                                        (400 
MW) 

   新潟県 村上市・胎内市沖 (475 MW) 

   長崎県 西海市江島沖 (300 MW) 

 

洋上風力発電関連制度 
経済産業省・資源エネルギー庁 

江島 



 
洋上風力主力電源化に向けた道筋 
 

 

第2回 「洋上風力の  
産業競争力強化に向 
けた官民協議会」資料 
(2020年12月15日） 


